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地域づくり活動 NPO 事業助成事業 実績報告 
事業区分（03-02） 

団体名 （特非）きょうどうのわ 代表者名 
理事長 

森井 章二 

事業名 世代結び～持続可能なコミュニティのための多世代交流 

 

＜事業実施実績＞ 
年月日 

定例は「月1

回」「毎〇曜

日」等で記入 

場所 

参加者 

一般 

(ｽﾀｯﾌ) 

活動内容 

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入） 

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記 

6月26日 RICふれあい会館 
32 

（2） 

第1回 報告交流会  

各団体の活動紹介  

神戸国際大学の現状報告と地域活動体験受け入れの呼びかけ 

8月16日 

～12月24日 

六アイ情報・交流

センター 
 世代結びポスター展 

9月25日 
神戸ファッション

美術館 

34 

（2） 

第1回 RICファミリーあそびのひろば 

恐竜の国をつくろう（工作イベント） 

講師 ふるふるアート(2人) 

10月30日 RICアメリオ 
29 

（2） 

第2回 RICファミリーあそびのひろば 

ファミリーオリンピック  

講師 アメリオインストラクター(4人) 

12月11日 神戸国際大学 
31 

（2） 

第3回 RICファミリーあそびのひろば 

クリスマスin神戸国際大学（チャペルでのクリスマス会） 

講師 大学教授・職員・学生団体(計9人) 

2月 9日 RICふれあい会館 
24 

（2） 

第2回 報告交流会 きょうどうのわ：世代結び事業報告  

神戸国際大学：学生の地域活動参加報告 

2月14日 クリスタルホール  ひょうごボランタリープラザ助成事業報告会 事例発表 

7月9・23日  

12月3日 
RICふれあい会館  運営委員会 

10月 6日 神戸国際大学 14団体 地域活動体験 学生向け説明会 

11月 3日  

～2月13日 
各団体活動場所 10団体 大学生地域活動体験受け入れ 

11月29日  

～2月21日 
各団体活動場所 5団体 新規ヒアリング調査 

 

＜効果と成果＞ 

RICファミリーあそびのひろばは、前事業から継続して開催し通算6年目を迎えた。子育て支援事業として定

着してきている。親同士の交流や仲間づくりが進み、この取り組みに参加したママの中から、たくさんのリー

ダーや活動者を発掘することができた。当法人が彼女たちの思いを後押しし、それぞれの活動が軌道に乗って

きている。また、子育て層のパワーが地域活動全体に活力を与えている。 

本事業の主軸として3年間継続してきた団体相互訪問によるヒアリング調査も38団体となり（六甲アイランド

・人口2万人）、長年まちづくりを担ってきたシニア世代の団体と若い世代の距離が確実に縮まった。行事で連

携したり、広報協力し合うなど交流が進み、地域の安心感や住みやすさに繋がっている。コミュニティスペー

スで行った住民調査で9割が「暮らしやすい、住み続けたい」と答えた要因のひとつである。 

採択意見で指摘のあった経費増に関しては、引き続き課題ではあるが、2022年度はWAM助成により、家賃、水

光熱費、謝金、委託費用などの活動費が賄えており、2023年度に関しても同様の申請をしている。 
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＜今後の展望＞ 

今年度は、世代結び事業と並行して、コミュニティスペース・RICのわ運営と、住民意識調査（六甲アイランド

の生活についてのアンケート～コロナ禍の2年半を経験して～回答578）を実施したことにより、多くの地域課題

を発見することができた。 Ａ世代結び事業から ①多く団体が課題に挙げたのは、広報力・参加動員力不足で

ある。当法人が持つツールでお手伝いしたい。②交流会は小さなボランティア団体にとって貴重な情報収集・発

信の機会である。開催の継続を望む声が多い。③国際交流系の数団体が地域参加のコーディネートを求めている

。 Ｂアンケートから ①経済的・時間的に余裕がなくなっている子育て世代の女性を、NPOとして、地域として

どう支えていくかが課題。②シニアは経済的にコロナの影響がないと答え、地域貢献意欲・学習意欲を持ち成長

実感を求めている。学習機会や地域参加の情報や機会の提供が課題。③全世代共通で「ちょこっと交流の場」「

スポット的な生活支援サービス」を求めている。  今後も地域や団体を巻き込みながら「結ぶ・つなぐ」とい

う当法人の強みを生かして「地域活動が持続可能なコミュニティづくり」に貢献したい。 

 
 

＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO事業助成金 ５００，０００ 

自己資金 ５，１７２ 

合計 ５０５，１７２ 

 

（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費 １６５，０００ １６５，０００ 

謝金 １２２，０００ １２２，０００ 

印刷費 ５５，０００ ５５，０００ 

その他（交通費・消耗品費等） １６３，１７２ １５８，０００ 

小  計 ５０５，１７２ ５００，０００ 

間接経費（一般管理費） ０ ０ 

合  計 ５０５，１７２ ５００，０００ 

 
 


